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　4か月健診時を利用して、赤ちゃんと保護者に
絵本を手渡すブックスタート事業が甲賀市で始ま
ってから１年がたちました。絵本は、「いないいな
いばあ」（童心社）と「がたんごとん　がたんごと
ん」（福音館）の２冊のうち、どちらか1冊を選んで
受け取っていただいています。
　ブックスタートでは、事業の趣旨を伝えるメッ
セージのあと、ボランティアのブックスタートサ
ポーターによる読み聞かせ体験があります。赤ちゃ
んの反応はさまざまですが、読んでもらう絵本の
ことばのリズムにニコニコする赤ちゃんもいて、
心なごむひと時です。

　保護者が赤ちゃんに語りかける時間をもってい
ただけるようにという願いで始まった事業ですか
ら、絵本を何冊も読むことや、早期教育をうたうも
のではありません。
　育児や家事に忙しく絵本を開く時間がない時に
は、赤ちゃんに直接ことばをかけるだけでいいの
です。『これからミルク飲もうね』『おむつ換えた
ら、気持ちいいね』など、生活のなかの「ことば」を
通して親子の「こころ」が通います。意識して「こと
ばをかける」ことが、赤ちゃん時期には必要です。
「ことば」や「絵本」を楽しむ気持ちは、そこから生
まれてくるからです。
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～教育の出発点は家庭から～

家庭教育
子育て・親育ち講座
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